
第 111巻　第 5号 315

杉本大一郎氏ロングインタビュー 
第1回：少年時代～大学時代
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今月より，東京大学名誉教授である杉本大一郎氏のインタビューを連載いたします．杉本氏は
1937年生まれで，これまでこのシリーズで連載してきた古在由秀氏（1928年生），西村純氏（1927
年生），川口市郎氏（1924年生）に比べて一まわり若い世代です．杉本氏は林忠四郎研究室出身で
星の進化や超新星に関する研究に取り組み大きな成果を上げました．また，重力多体問題専用計算
機GRAPEの開発を統括し，日本で初めての IAU総会開催を指揮するなど，天文学に多大な貢献を
されています．今回は少年時代から大学時代までのお話です．

杉本大一郎氏略歴
1937 京都府生まれ
1964 京都大学大学院　修了
 名古屋大学　助手
1970 東京大学　助教授
1981 仁科記念賞「近接連星系の星の進化」
1984 東京大学　教授
1995 日本学士院賞「星の進化と超新星の理論」
 日本天文学会理事長
1997 東京大学　定年退官
 放送大学　教授
2007 放送大学　退職
2012 瑞宝中綬章叙勲

●小学1年生で先生不信に

高橋：インタビューをお引き受けいただきどうも
ありがとうございます．今回は杉本先生のお弟子
さんである小久保さんにも同席していただいてお
ります．ではまずお生まれは1937年，昭和12年
の3月18日ですね．京都府長岡京市ですか．
杉本：今はそう呼んでる．町村合併とかで名前が

変わった．当時は京都府乙訓郡新神足村大字神足
小字堂野藪一番地の1で，要するに竹藪がいっぱ
いあったわけや．僕は医者の子でね．
小久保：お医者さんだったんですか．
杉本：オヤジはね．その頃の医者ってのは夜中に
よく叩き起こされた．というのはね，あんたら想

杉本大一郎氏近影
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像もつかんと思うけどね，病気になっても医者に
かかるお金のない人がいっぱいあったわけ．ほい
でいよいよになるまで我慢して，夜中に子どもが
ひきつけを起こしたら医者を叩き起こしにくるわ
けや．ドンドン入り口のドアを叩いてさ．そいで
雇っている看護婦さんが2階まで起こしにくるわ
け．こんなんかなわんね（笑）．
高橋：一緒に起こされちゃうわけですか．
杉本：それで昔の医者はええ加減なもんだよね．
今でもだけどね（笑）．オヤジは死ぬ直前にレン
トゲン買ってた．そんなもんもないような時代．
小久保：それで杉本さんもお医者さんになれって
言われていたわけですよね．
杉本：もうなるもんやとオヤジは思っていたわけ
ね．1番上の姉は医者になった．2番目は薬屋に
なった．もちろん旧制だよ．僕は4番目の子だけ
ど医者にならせたかったわけや．
高橋：地元の小学校に行かれたんですか．
杉本：もちろんそうですよ．神足小学校．
高橋：何か当時の思い出はございますか？
杉本： 戦時中だよ．僕が3年のときに終戦だも
の．京都は空襲がなかったんだ．あそこは長岡
京っていって，平城京が平安京に遷都する前に都
を作りかけて途中でやめた．
小久保：長岡京も空襲はなかったんですね．
杉本：そんなもんない．長岡京は田舎だから．1
回だけ機銃掃射が近所であっただけだな．誰かケ
ガして，ウチは医者だから連れてきたけどね．そ
れが1回あっただけ．後は空襲になったら防空壕
に入っててね．大阪を攻撃するでしょ，大阪が火
事になって真っ赤になっているのが見える．次の
日に真っ黒な雨がざっと降って．
小久保：お父さんはお医者さんとして空襲のとき
応援には行かなかったんですか？
杉本：ホントの終いのときに軍医で招集された．
でも数カ月ぐらいで終戦近くなって帰ってきた．
高橋： 小学校の頃はまさに戦争中だったんです
ね．

小久保：軍国少年でした？
杉本：いや，軍国少年じゃないよ．
小久保：兵隊さんごっことかしましたか？
杉本：兵隊ごっこ？　僕は体動かすのは好きじゃ
なかったからね．
高橋：どういう教育を受けられたんですか？
杉本： 終戦が3年の夏だからね．1年，2年はあ
んまりやらないよ．だけどモールス信号だとか
さ，裸で裸足になって体操するとかね．あと長岡
天満宮へ月に一遍，皆で行くとか．もうちょっと
上の学年だったら軍国教育もあったけども，1年，
2年はまだ子どもだからさ．でも教育勅語だとか
さ，神武，綏靖，なんたらとか言わされたね
（笑）．
小久保：勤労奉仕みたいなのはなかったですか？
杉本：勤労奉仕なんかなかったけど，1年に2‒3
回，田んぼの草取りに招集された．役に立たない
けどね，そんなちっちゃい子ども．
小久保： 当時の杉本少年は，鬼畜米英とかそう
思っていたんですか？
杉本：子どもだから思わないよ．
小久保：思わないですか．何か悪い人たちをやっ
つけるためにお国の兵隊さんは頑張ってるという
ような思いはあったわけですか？
杉本：まあそういう雰囲気はどこにでもあったよ
ね．でも，俺が大人になったら鉄砲持ってやっつ
けに行くつもりであるかというたらね，ま，そん

お姉さんたちと。
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なこと思うにはまだちょっと子ども過ぎるよ．
高橋：小学生の時はどんな子だったんですか？
杉本： 僕はずっと先生のいうとおりにしなかっ
た．1年のときにね，先生が「3引く5は？」っ
て．それでみんなハイハイって手を挙げるわけ．
ほんでね，「杉本君」とかいうから「マイナス2」
ちゅうたんだ．そしたら先生困っちゃってね．
「そういうときには引けませんて言うんだ」っ
ちゅう．
高橋： 1年生はマイナスはなしで．
杉本：でもうちでさ，5人兄弟の下から2番目で
しょ．年上の子とトランプとかゲームするじゃな
い．マイナスのことなんて知ってるよね．
小久保：どれぐらい年が離れているんですか？
杉本：一番上が昭和3年生まれ．僕は早生まれだ
から，学年では8年違う．
小久保：じゃあ，お姉さんはだいぶ年上で，それ
で一緒に遊んでマイナスとか知ってる．
杉本：ほいで先生ちゅうもんはあてにならないも
んだと思うた．1年生のときに．それが先生不信
の始まりだね．
小久保：早くないですか（笑）．
杉本：それから先生がとちったことだけは覚えて
いるな．いかに先生があてにならんかちゅうこ
と．勉強したことは何にも覚えていない（笑）．
高等学校の先生がさ，物理の講義してて問題解け
へんで往生しているのとかね．水に砂糖溶かした
ら体積が増えるか増えんかとかさ，先生と喧嘩し
た．そんなん全部覚えてる．だからまあ先生をい
じめるの趣味だった．
小久保：それはやっぱり上にお姉さんがいたとい
うのが大きいんですかね．前もっていろんなこと
を家で勉強してた．
杉本：勉強はしないけどね．門前の小僧でいろん
なことを知っていたわけよ．上から2番目の姉は
薬学に行っててね，大学で化学のレポート書いて
こいとかいうことになって．僕はそんとき高校生
だったんだけどさ，レポート書いてやったんだ

（笑）．とか，一番上の姉の旦那が医者でね，学位
論文出すときに統計の仕方が分からへんねん．
僕，そのとき大学1年だったかな．泊まり込みで
行ってやったんだ．世の中そんなもんですよ．だ
から先生なんてあんまり信用したらダメだよ．
小久保：それは自分が先生になってよくわかるん
ですけど（笑）．
杉本：そうなんだよ．逆に言うたら自分でそのこ
とはよくわかっている．だから小久保君の言うこ
とも全部聞く（笑）．
小久保：いやいやいや．でもすごい好きだった理
科を教えてくれた先生とか，尊敬する先生とか，
そういう人はいなかったんですか？
杉本：小学校にはそんなもんいないよ．
小久保：中学校は？
杉本：高等学校かな．高等学校の国語の先生や．
僕はその人だけは尊敬しているね．
小久保：杉本先生に尊敬されるというのはすごい
（笑）．
杉本：それから小学校のとき僕は運動会で走った
らいっつもビリだったんだ．いつもビリ，ビリし
か取ったことない．昔は一等賞とかいってノート
くれたりするでしょ．そしたらきっと先生，可哀
想だと思ったんだね．途中で算数の問題取ってそ
の答えもって走れという，そういう障害物競争
作ってくれた．そのときだけ一等取った（笑）．
高橋：杉本先生のための障害物競争（笑）．
杉本：昔の先生，優しかったんだ．
高橋：ちゃんと配慮をしてくれたんですね．

●小学3年生で終戦を迎える

高橋：終戦あたりのことを伺ってもいいですか．
杉本：終戦は小学生3年だった．今でも覚えてい
るな．空襲で爆弾とか焼夷弾ぐらいは落ちた．そ
したらガラス割れるじゃん．昔のガラスは鉛ガラ
スのペラペラなやつだから危ないでしょ．だから
半紙を切ってガラスに張るわけや．そしたら割れ
てもケガせえへん．その日，それやってた．
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小久保：終戦の日ですか．
杉本： 8月15日．午前中に．その頃，体が弱くて
学校にほとんど行っていないんだ．確か1学期は
1日も行かなくて，終戦のときもたぶん病気で家
にいたんだ．でも何でか知らんけども3学期から
行って，4・5・6年，皆勤だもんね．戦争が終
わったら体の調子がパッと良くなった．
それで玉音放送のことはよく覚えている．その
頃は田舎だからみんな外で働いていた．近所に新
聞屋があってね，新聞屋の前にラジオがあった．
したら，その辺で働いている人が玉音放送の時間
になると，そこへ聞きに行くわけや．何だか知ら
んけど雑音でガチャガチャわけのようわからんこ
と言ってね．子どもだからわかるはずないけど周
りの様子を見たらさ，みんな何か憔悴したみたい
に，へたばったみたいになってね．覚えている．
僕らぐらいの年の方は終戦の日のことを覚えてい
るよ．それくらいおっきなショックだった．
小久保：ショックでした？
杉本： 世の中はね．そのあと学校が始まるで
しょ．進駐軍が授業の様子を見にくるわけ．そい
で明日見にくるとなって，「みんな教科書出せ」
と．硯で墨を擦ってこことここ消せと．
高橋：自分で消すわけですね．
杉本：だって自分で消ささんことにはさ，学校の
先生が大変じゃない．子どもだから「ここ消せ」
と言ったら「はいっ」とか言ってそこ消して．習
字があるからみんな筆と墨を持っているわけ．
高橋：進駐軍が来たときはどうでした？　怖かっ
たですか？
杉本：ちょっとね．先生はみんなピリピリしてた
よね．でもそれでもって先生の態度が180度変
わったとかさ，思想的なことが変わったとかさ，
そういうのが分かったのはもうちょっと上の学年
だよね．そのとき中学1年ぐらいの子は一番こた
えたらしいね．ある日突然，先生の言うことが
180度変わったとかいって．
高橋：小学生はそこまでじゃないと．

杉本：その頃，進駐軍が給食とかいうてさ，みん
な栄養状態が悪いから粉ミルクの支給があって，
昼飯のとき飲ますわけ．でも粉ミルクだけではお
腹膨れへんからね，弁当プラス粉ミルク．そいで
衛生状態悪いでしょ．虱がついているのがいるで
しょ．みんなにDDTを振りかけてね．今の若い
人は想像もつかんと思うよ．
それから新憲法ができるということになったで
しょ．憲法の話は学校で先生がするわけや，当然
ね．その後20年ほど経って名古屋大学で助手に
なったときにさ，「憲法守ります」って一札入れ
させられた．君らはそういうのはなかった？
小久保：いや～，ないですね．
高橋：なかったですね．
杉本：でしょ．僕はね，大学院出て名古屋大学に
行ったとき一番最初にしたことは「貴方は今日か
ら国家公務員ですから憲法を守ります」って書い
たのに判子押すこと．
小久保：本当に公務員ですね．
杉本：国家公務員は憲法を守らんとあかん．あれ
は政権や公務員を縛るもんで，国民を縛るもんで
ないと．あれはわりと鮮明に覚えているな．憲
法って権威あったんだよ．
小久保：今もあるんだと思いますけど．
杉本：いやいや，そうでない人もいろいろね．新
憲法では男女同権だとかあるじゃない．選挙権
だってそれまで男しかなかったんだから．
他に覚えていることはね，食いもんがなかっ
た．終戦直後は何でも配給でしょ？　並びに行か
なならん．そしたら親が忙しいから子どもに並び
に行かすわけや．そんなんは覚えとる．
高橋：終戦前から食料は厳しかったですか？
杉本：もちろんそうや．それでも僕んとこはそれ
ほど困ってなかったん．その頃は病気になっても
医者に払う金のない人，いっぱいいた．往診する
でしょ，でも払う金ないわけよ．そしたらその辺
の川で獲ってきたフナとか畑で作った野菜とかを
くれるわけや．それをもって帰ってくる．お金な
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んかもらってこないわけ．だからそういう意味で
はうちは食いもんはそんなに困っていなかった．
でも僕もさつま芋のツルなんて食ったよ．あんな
の普通の食いもんだったよね．
よそはとにかく食いもんがなかった．学校行く
でしょ．みんな弁当を持ってくるわけ．そしたら
体の調子が悪くて体操を休むやつとかいる．そう
いうやつは教室に残っているわけ．そしたら誰か
の弁当を食っちゃってなくなったとかね．ひもじ
いやつもいたわけよ．そのぐらい食いもんなかっ
た時代や．

●中学校で原子に出会う

高橋：中学校も地元ですか？
杉本：中学校は乙訓中学校．その頃に新制中学が
できて，新制の3年目やな．住んでいるところで
行くところが決まっている．完全学区制．
高橋： 新制になって義務教育になったんですよ
ね？
杉本：そうそう．
高橋：中学ではちゃんと勉強するんですか？
杉本：勉強なんかしないって．でもね，中学校で
覚えていることっていくつかあるわけよ．その頃
に単元学習ってのが流行った．1年のときに理科
の教科書が6冊あって，みんな薄っぺらくてそれ
ぞれ表題がついているわけ．一つに「水は何から
できているか」とかいうのがあった．何が書いて
あるかというと，水は水素と酸素からできてる
と．そんな話から始まってね，水の話を中心にし
てその周りの話でもって1冊にするわけや．その
ときに「あっ」と思ったのはね，原子分子ちゅう
もんがあるということ．それまで全然知らんかっ
た．原子分子のことをその水の教科書で見て，何
か世の中の見え方が変わった（笑）．なんかツブ
ツブに見える（笑）．
高橋：その頃，原子分子で衝撃を受けたと．
杉本：それでその頃，家に住み込んでた看護婦さ
んから鉱石ラジオのキットってのをもろうてね．

それから真空管でいろんなもの作ったな．
小久保：電子工作はどうやってたんですか．本を
見たりしてですか？
杉本：「初歩のラジオ」だとか，「ラジオ科学」だ
とか，「ラジオ技術」だとかいろいろあった．
小久保：そういうのを自分で買ってきて，部品も
買ってきて作ってたんですか．
杉本：まあそのぐらいの本は買ってもらった．わ
りとそういうことやったからさ，僕は半田付けな
んか上手だよ．今でも何か壊れたら自分で半田付
けして直してる．その半田ゴテ，僕が高校生のと
き使ってた半田ゴテだね．
小久保：まだ使ってるんですか？
杉本：まだ使ってる．
高橋：親御さんは教育に熱心だったんですか？
杉本：勉強せいなんて言うたことないよ．だって
自分は碁打って酒飲んでるだけだから．
高橋：でも欲しい本は買ってくれて．
杉本：そのくらいの金はあったんだよ，医者だか
らね．それの延長でトランジスタちゅうもんがあ
るそうなと．計算する機械．僕，計算嫌いだった
からね，計算するのは機械にさせたらええと．そ
れが電子工学につながっているんだよね．
高橋：それが後々 GRAPEにつながると．鉱石ラ
ジオが最初だったんですね．
小久保：僕も作りましたね，鉱石ラジオ．
杉本：だいたい一番初めはそのくらいのものしか
作れへんよね．
高橋： ほかに興味をもったことはあったんです
か？
杉本：中学校の頃は遊んでたからね，別に何も．
作文なんかするでしょ．で，屁理屈いっぱい書く
わけや．したら，普通の人は丸を五つほどもらう
けど，僕は二つほどしかもらえへん．なんでって
言ったら「屁理屈ばっかり書いて心が書いてな
い，感情が書いてない」ちゅう．いまだに年中，
女房にそう言われている（笑）．
僕は普通の学校に行ってたからさ，古在さんみ
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たいによくできる子ばかり集めた学校に行ったわ
けじゃないからね．あいつはその後どうなったと
かいうのが何もないんだもんね（笑）．
高橋：遊ぶってのはどういう遊びなんですか？
小久保：スポーツじゃないんですよね．
杉本：僕，スポーツ大嫌いだった．
高橋：魚を捕まえるとか？
杉本：魚って，水にぬれるだけや．
小久保：野外では遊ばないんですか？
杉本：野外でほとんど遊ばなかったね．親が体の
ために悪いと心配してね．
小久保：そうするといろんな本を読んだとかいう
ことはないんですか？
杉本：歴史物語が大嫌いでね．バカバカしい．
小久保：嫌いなんですか（笑）．歴史から学ばな
いんですか．
杉本：学んだよ．歴史から学んだけど，歴史物語
と歴史のメカニズムとは全然別物．

●高校で思春期を過ごす

高橋：高校はどちらですか？
杉本：高校は桂高校．それも学区制で決まってん
だもの．
高橋：国語の先生を尊敬していたということでし
たね．
杉本：その人，どういう人かっていうたらね，回
り回って寿岳潤さんとも関係があるんだ．東北大
学が日本で最初に女の子を取ったんや．それまで
大学は男しか入れなかった．その人は女の子を取
るようになってから2年目に入ったんだ．文学部
を出たんだけど，その頃は女の人に学者の就職口
なんてないでしょ．で，高等学校の先生になった
んだ．それが国語の先生で清水好子って名前まで
覚えてる．ほんで先生になりたてだったんだね．
悪ガキがみんないじめるわけや．それでも「おば
ちゃん」とか言って一目置いてたよ．
高橋：若かったんですか？
杉本：まだ若い．大学出てからそんなにたってな

かったんじゃない？　その人はものすごく物事の
わかった人で，褒めてもらったことも覚えている
ね．だいたいいつも僕は先生にボロクソに言われ
ていたんだ．世阿弥の花伝書って知ってる？
小久保：はい．
杉本：その先生が花伝書で「花とは何か」につい
てレポート書いてこいと．したらみんな感想だけ
書いてくるわけ．だけど僕は感想を書くのは下手
くそだからね，これはこうでこう分類して，論文
形式で書いた．そしたら論文形式で書いてきたや
つは杉本だけやという話になってね（笑）．
それからね，小説を書けという宿題も出た．そ
したらみんなは童話みたいの書いた．僕は女の子
のこといっぱい書いた．そしたらみんなの前で読
めちゅうからね，しょうがないから読んだんだ．
その後その先生は作文を宿題に出すのは止めた．
何でかちゅうたら，女の子のこと書いてくるのが
おるからだとか（笑）．
小久保：それは公序良俗に反するような（笑）？
杉本：いや，そんな悪いこと書いてない．もっと
真面目なことしか書いてない．
小久保： 女の子のことを真面目に書いたんです
か．
杉本：ああ，もう何か忘れたけど．100枚ほど．
小久保： 100枚！　400字詰め原稿用紙ですか？
杉本：うん，うん．100枚も宿題で書いてくるや
つ，めったにいないよね．
小久保：主人公が女の子ですか？
杉本：いやいや，主人公は自分だよ．
小久保：自分と女の子とのこと．
杉本：そうそうそう．
小久保：何ですか，それは（笑）．
杉本：そいで，京大に入ることになって，そうい
う高校だから現役で京大入ったのは一人しかいな
い．それでその先生が「大学行ったら何する
の？」と聞いてきて，「原子力の研究でもすっか
な」って言ったら「原子爆弾したら絶対だめだ
よ」と．それは覚えている．それでその後ね，何
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年もして何かの拍子にバッタリ合ったら「寿岳潤
ちゃんが」とかいう話になってね．
小久保：清水先生とどういう関係なんですか？
杉本：清水先生と寿岳さんのオヤジ（寿岳文章）
とが友達や．清水先生は紫式部，源氏物語をやっ
てはった．で，寿岳さんのオヤジはね，その頃ダ
ンテの神曲を訳してはった．あそこは学者の系列
だよ．お姉さんは文学部か何かの先生だしね．寿
岳さんは一番下．あれは言うこと聞かんからアメ
リカに追い出したんや．
小久保：なぜ清水先生を尊敬してるんですか？
杉本：言うたりしたりすることが人物だったから
だよ．普通の先生は勉強のことぐらいしか言わな
いじゃん．
小久保：当時の杉本青年，もし今の杉本先生とあ
まり変わってないとすると，その杉本青年に認め
られるというのは相当な人物だと思いますけど．
杉本：相当な人物だったよ．その頃はね，女の先
生には人物がいたの．高校の先生になるぐらいし
か女の人には職がなかったんだよ．
小久保：国語がいかに大事かって，杉本先生，よ
く言っていたじゃないですか．何やるにせよ．論
理的思考とか文章読む，書く力とか．そういうの
と関係あるのですか？
杉本：まあその頃はあんまり勉強なんてしなかっ
たけどね．勉強なんかしない．今の若い人が聞い
たら驚くべき．テストのとき出来のええ順番に並
ぶわけ．僕が一番前に座ってね，それで5分で答
案書く．ほいでボケーっとして後ろへ回してやっ
て次のやつが写すわけ．そうすると次のやつが写
す．それで一番後ろまでいくわけ．
高橋：先生が一番優秀で前にいたわけですか．
杉本：まあまあ，変な話だけどそういうことだけ
はできたんだよ．ほかのことはできないけど．
高橋：他の科目はどうでしたか？
杉本： 僕は数学の先生をあまり気に入っていな
かったけど，先生は僕をえらい気に入っててね．
2年のときにその人が3年生向けの模擬試験受け

ろっちゅうたん．そしたら積分の問題が出た．ま
だそのとき積分は習ってなかったんだけど全部解
いてね．3年生を入れても全体で2番やった．そ
したらその先生，えらく気に入ってくれて．
小久保：なんで積分，解けたんですか？
杉本：区分求積．区分求積は習ってた．
小久保：リミット取らないといけないですよね．
杉本：取ったらええでしょ．
小久保：自分で取ったんですか．
杉本：うん．そんなことができるぐらいの問題し
か出ないじゃん．でも3年でもできん奴いっぱい
いるわけや．
高橋：自分で先取りして勉強していたわけではな
かったんですか？
杉本：別に先取りして勉強なんかしないけどさ，
習うたことにちょっと増やせばできるでしょ．同
じことだもん，区分求積だって積分だって．
小久保：歴史的にもそうやって区分求積の極限と
して積分ができたんですよね．
高橋：では数学がお得意で．
杉本：それで3年生になって，その頃「アンネの
日記」の翻訳が出て流行った．そしたら，同級生
の女の子が「アンネの日記を読んで」とかいうな
かなかいい作文を書いて，高校新聞の一面にど
かっと載って，それ読んで感激したんだ（笑）．
小久保：そういう心もあったんですか（笑）？
杉本：そういう心もあってん．それで理系もいい
けど文系ちゅうのもあるねと思うたんだ，そのと
きに．だけど惰性で理系に行ったんだ．
小久保：スポーツはしてなかったんですか？
杉本：しない．スポーツ，大っ嫌い．
小久保：部活は？
杉本：部活も皆で集まって麻雀してた．
小久保：麻雀ですか．何部だったんですか？
杉本： 1年に入ったときに商業科と一緒でね．商
業科に女の子いっぱいいて，そんでタイプライ
ターっちゅうものがいっぱいあった．僕が中学3
年のときに，進駐軍の通訳してた先生がタイプラ
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イターもってきて，ちょろっと遊んだことがあっ
てね．それで高校に行ったら商業科があるからタ
イプライターがあるでしょ．それで，女の子いっ
ぱいいるからタイプ部に入ると．
小久保：そういうことなんですか．
杉本：そいでね，3カ月もすれば自由に打てるよ
うになるじゃん．でも女の子ばかりいてもね，振
り向いてもらえないから辞めちゃった．だから僕
は昔からタイプライター打てたんだ．そいで僕が
大学院の頃，タイプライター打てる人ほとんどい
なかった．HHS1）ってあるでしょ？
高橋：先生の有名な論文ですね．林忠四郎先生と
一緒に書いた．
杉本：昔は贅沢でね，あれ書くときでもタイピス
トっていうのを雇ってた．林さんが読めもしない
ような字を書いてきて，タイピストに出すわけ
ね．ところがさ，あれ1962年だけども，1962年
の12月30日になってもできてない．タイピスト
が正月休みで休みだろ．しょうがねえから僕がた
くさんタイプ打った．正月休み返上して．
小久保：すみません，さっきの女の子の小説を書
いたのは高校何年生ですか？
杉本： 2年じゃない？
小久保：その小説とか「アンネの日記」とかタイ
プ部とか，杉本先生にもそうやって女の子に動か
されているところがあったんですね（笑）．
杉本：操られて．
小久保： 操られて．ちょっと意外な，というか
（笑）．

●京都大学入学

高橋：大学は京大ですね．理学部の物理ですか？
杉本：違う．
小久保：そこが面白いんです．
杉本：工学部行ったんだよ．
高橋：え，工学部，そうなんですか．
杉本：大学入った頃はちょうどトランジスタが始
まった頃や．エレクトロニクスが始まった頃で，

それで計算する機械があるんだそうなと，そんな
感じね．で，その頃に電子工学科というのを京都
大学が最初に作った．東大よりも1年か2年先に
作ったのかな．それまでは電気工学科だけだっ
た．僕はその2年目なのよ．
小久保： 2期生なんですね．
杉本： 2期生で．だから珍しがって行ったんだよ
ね．変なとこ行くの好きなんだ（笑）．
高橋：電子工学科ですか．中学のときに鉱石ラジ
オを作ったということでしたね．
杉本：だから，そのままそこでじっとしてたら何
か発明して大金持ちになってたとこなんだけどな
（笑）．わりと電子工学科ってもの珍しがり屋が行
くから成績の良い人が多かったんだよね．それで
みんな勉強しなさいとかいって研究室連れて行か
れた．そしたら汚い研究室でね，ぼろい機械ばっ
かりでこんなんかなわんと思った（笑）．
高橋：それでも4年間，電子工学科で過ごしたん
ですか？
杉本：いやいや，しょうがないから1年だけ行っ
たわけや．でまあ2年になるときにね，もう辞め
た言うて理学部に変わって．昔は簡単に変えてく
れた．今はうるさいけどね．
高橋：そこで物理を選ぶというのは？
杉本：実はそこはアホな話だけどさ，1年生の夏
休みにオヤジが「のらくらせずにドイツ語でも
習ってこい」と．オヤジはドイツ語しか知らん．
そいで吉田キャンパスで講習会受けた．その頃，
1年生は宇治分校ちゅうて宇治にいた．
そしたらさ，吉田キャンパスの近くに基礎物理
学研究所があるでしょ？　立て看板が立ってて，
ファインマンが講演をやるって．どうせ暇だろ，
暇だからちょっと覗きに行った．どうせ聞いたっ
てわかりゃせんけどね．英語だしさ．そいで基礎
物理学研究所の昔の階段式の講義室に行って一番
上に座ってたわけ．で，話聞いても量子力学も何
も知らんからわからへんよね，もちろん．話は分
からんけど，何に感激したかっちゅうたらね，超
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流動の話．コップの絵を描いてコップの中にヘリ
ウム3入れといたら壁を伝って上がってくると．
そういう絵を描いたんだ．それを見て世の中には
不思議なことがあんだねと，そう思うたわけ．そ
いで工学部辞めて理学部に行った．
高橋：ファインマンの講義に偶然出会うというの
は幸運ですね．
小久保：超流動の話は僕もよく聞かされていて，
それで物理の面白さに目覚めたみたいな．1年生
のときに電子工学でも基本的な物理を勉強してい
るんですよね？
杉本：いや，まともなもの勉強してないよ．だい
たい量子力学なんて知らんもん．
小久保：ホントにファインマンショックだったわ
けですか．
杉本：ヘリウムショックかもね．つまりね，世の
中には俺のまったく知らないようなことがあるの
だと．あのときはそう思うた．要するに珍しいも
のが好きだったちゅうことだけだよ．
小久保：珍しいものは面白いものですよね．
杉本：だけどさ，珍しくないもんのほうが安全だ
よ，世の中．
小久保：それは杉本先生の「戦わずして勝つのが
最善の策である」に反するわけですよね（笑）．
杉本：そうじゃない．「新しいことは競争相手が
少ないから，勝てる可能性がある」ということ．
それでとにかく理学部に変わると．
高橋： 2年生から理学部に移ったと．ではちょっ
と戻りますけど，先生が大学に行こうと思ったの
はどういう経緯ですか？
杉本：まあ，医者の子だったから大学は出るもん
だと思ってたよね．それこそ医者になろう思うた
ら大学行かんならん．
高橋：京大を選んだというのは？
杉本： 近くだからや．経済的な問題もあるから
ね．家から通える．別に佐藤文隆みたいに湯川さ
んに憧れて京大行ったわけじゃないよ（笑）．
高橋：受験はどんな感じだったんですか？　やっ

ぱり難しかったですか？
杉本：受験は別に難しくない．大学入ったら奨学
金の面接があってね．資料に成績が書いてあるわ
け．そしたら京都大学で最初の方ほうだったん
だ．
小久保：工学部で？
杉本：京都大学全体で．医学部受けていたらトッ
プクラスで受かってた．医者の子だからどうせ奨
学金なんかもらえへんけど，面接でそれだけ盗み
見てきた．これなら理学部に変えてくれちゅうた
ら変えてくれると思って，足しになった．
高橋：とても優秀な成績で入学したと．では大学
に入っての生活はいかがでしたか？
杉本：大学に入って一番感激したのはね，マルク
ス経済学や．
小久保：感動したんですか．
杉本： 感動した．もう天下が変わるほど感動し
た．その前にね，高校の歴史の先生と仲良かった
んだ．だけれども，何年に何があって，「シェイ
クスピアはヒトゴロシ（1564）」だとかいって，
1564年に生まれたんだか死んだんだか知らんけ
どさ．そんなアホなことばかりいってる．昔の話
ばかりして最近の話はしない．明治維新の頃の話
はしないでしょ．世界史だったら植民地政策が
ワーッと広がった頃．そこから先の話しないよ
ね．
小久保：今はするようになりましたけどね．
杉本：今の歴史教育は随分良くなった．NHKの
高校講座の歴史だってね，わりと気のきいたこと
言っている．だけどその頃はきっと歴史ちゅうも
んは年表やと思ってたんだよね．
小久保：あまりにも直近過ぎると．歴史的考察が
できないみたいな．
杉本：せやせや．そういうことせないかんという
雰囲気なかったんだよね．
高橋：歴史といえば明治維新前まで．
杉本：そしたら全然面白くないじゃん．ところが
さ，大学入ってマルクス経済学の本を読んで，こ
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れで世の中の物事と歴史的展開がすごく系統的に
ピシャッとわかった．今まで暗かったのが全部見
えたと思った．あれはものすごい感激だったね．
何に一番感激したかっていったらね，マルクスの
「資本論」にある剰余価値の話．第一章に「交換
では価値は生まれない」って書いてある．物を
売ったり買ったりしたら，一人が10円儲ける，
もう一人は10円損する，トータルとしては差し
引きゼロ．交換では新しい価値を生みださない
と．労働でもって新しい価値ができる．労働価値
説だよね．うんなるほど，こんなロジックがある
のかと思った．だから僕は史的唯物論だとかさ，
マルクスやレーニンや毛沢東やと，そんなとこか
ら始まってカント，ヘーゲルとかそんなことばか
り読んでて，物理の勉強ほとんどしてへんの．
小久保：林先生もそんなこと言っていました．林
先生も大学の1, 2年生，ホントにそういう本をた
くさん読んでいた．
杉本：それでね，ローカルな論理，ローカルって
概念空間でのローカルね，ローカルな論理の話と
グローバルな論理の話とは違うと．物の交換に
よって富が出てこないちゅうのはさ，トータルに
したら何も出てこないという話でしょ．個人でみ
たら儲かったり損したりしている．それでなおか
つ儲けようと思ったらね，損する人を別のところ
に作ればいいわけ．重商主義から始まってね，植
民地主義なんてまさにそれだ．
その話は多体問題と運動量保存だってそうじゃ
ん．それぞれの粒子は運動量が増えたり減ったり
するけど，トータルとしては保存してると．
小久保：自然科学にも通用すると．
杉本：そういうことにものすごく感激した．
高橋：そういうのは本で読んで，授業でも取った
んですか？
杉本：そんな授業はない．3年のとき一生懸命読
んでた．物理学科行ったのにあまり物理の勉強し
なかった．
小久保：昔の大学生って，みんなそういうの好き

だったんじゃないですか．
杉本：そういうことする奴はバカなやつなんだ，
やっぱりね．そんなことせん奴はその後，三菱電
機の社長になったりね．谷口一郎って男なんだけ
どもハワイにすばる望遠鏡ができる頃に天文業界
が随分世話になった人．あの男と同級なんだ．成
績はもう一つだったけど普通に勉強してたわけ．
しまいにはちゃんと三菱電機の社長になっている
んだもんね．
小久保：へ～，そうですか．今でもいるんですか
ね，「資本論」読む大学生．
高橋：少ないでしょうね．
杉本：つまりさ，今は大学行く人多いでしょ．昔
はそんなに大学行かなかったからさ，大学に入っ
たら大人のつもりで．今は大学行っても子どもの
つもりでしょ．今そういう史的唯物論なんて言わ
なくなっちゃった．最近の人は目先の金儲けとか
さ，そんなのしか言わないでしょ．昔はそういう
ことはなかったから学生が興味もったわけ．それ
の延長に60年安保が当然あるわけや．昔は勉強
なんかしない．勉強なんかしないんだけど，みん
なそれぞれ好き勝手なことやってたわけ．
高橋：では授業で何か印象に残ったものはありま
すか？
杉本：悪い印象の残ったものはいっぱいあるよ．
小久保：いいほうから（笑）．いい印象のほうか
ら．
杉本：いい印象とか，ないね．
小久保：湯川先生の講義とか．
杉本：湯川さんの講義？　それは3年生だね．湯
川さんはその頃，原子力委員やってて忙しいから
講義なんかあんまりしてられへん．助教授の井上
先生が量子力学の講義してたんだけど，湯川先生
がピンチヒッターで何回かやったんだ．ほいで何
の話したかっていったら，5回ぐらいシュレディ
ンガーの猫の話ばっかりやってんだ（笑）．
高橋： 5回もですか？
杉本：ほいでその後に言うことには「君たちは，
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気の毒や」って．何でかわかる？　湯川さんの若
い頃には易しくていい問題がいっぱいあったと．
でもこの頃はたくさんのことがわかってきた．だ
から，「君たち悪いときに物理に来て可哀想だ」
と．そう言うたことだけは覚えてる．
小久保：杉本先生も同じようなこと言っていまし
たよ．
杉本：今はそれに輪をかけて悪い．
小久保：そうそう輪をかけてですよね．
杉本：だって今，細かくなりすぎてる．
小久保： 1, 2年生の講義とかで何か印象に残って
いるものはないですか？
杉本：なんかさ，大学で普通のカリキュラムにあ
る講義聞いて，感激したことっていうのは別にな
くって．あるのは量子力学っちゅうものを習って
ね，こんなものがあるのかと思って感激したのは
あるけどね．
高橋：井上先生の講義で感激したわけですか．
杉本：講義は順番に数式を書き並べていただけだ
けど，量子力学って僕から見たら全く新しいパラ
ダイムだったからね．あの頃の講義って黒板に
じゃあっと式をいっぱい書くだけ．流体力学では
試験になったら友近（晋）先生の助手が来て，
「これやっといてください」とか言うて，問題を
黒板に書いて答案用紙配って帰っちゃう．そして
みんなで相談して答を書いた．なかにはよくでき
るやつがいてそいつを中心にして．そして2時間
ほど経ったら「できましたか？」とか言って集め
にくる．そんな時代．京都大学ってそんなとこな
んだ．勉強するなら勝手にせい．勝手にせいだか
ら，僕はしなかったわけや．

●青春の書

高橋：授業はそんなにいい印象がないようなので
（笑），本の方は「資本論」の他に印象に残ってい

るものはありますか？
杉本：も一つ，感激したのはさ，武谷三男の「弁
証法の諸問題」とその続編．知ってる？
小久保：いや，僕は知らないです．
杉本：何が書いてあるかっていったらね，最初の
方に「哲学は如何にして有効さを取り戻し得る
か」ってのがあるねん．要するに哲学者はどっか
で言うてることを繰り返し言うてるだけで，自分
では何も作り出さないと．実践的には何もない．
そんなんじゃだめだと．実践から作り出さない
と．三段階論って知っているでしょ？
高橋：聞いたことあります．科学の研究の進み方
みたいなものでしょうか．
杉本：うん，その三段階論の話が続いて書いてあ
るわけ．その三段階論っちゅうのはね，ティコ・
ブラーエは現象論，ケプラーは実体論，ニュート
ンが本質論*1．科学というのはそういう風に発展
するもんやと．
武谷さんはその後，当時の重要問題だった原子
核の核力もそれを意識して攻めるべしと主張した
んだ．要するに原子核の近くまで行ったらハード
コアがあって反発して，外側は湯川ポテンシャル
みたいな関数形をしとるという記述が現象論．実
体論は外側のポテンシャルを中間子という実体の
交換でもって説明する．ハードコアまで関わる本
質論はその後で，という戦略を立てたわけ．
小久保：へ～．
杉本：武谷さんはほかにも，いわば思想犯として
特高に捕まったとか，原爆が落とされたときに捕
まってた検事局で解説させられたとか．「弁証法
の諸問題」，その本だけは残してあんの．小久保
君も知っているとおり，僕さ，東大を定年になる
とき，毎日数mずつ本を捨てたでしょ．
高橋：数mの幅の分の本ですか，すごいですね．
小久保：結構，僕もらいました（笑）．

*1 ティコ・ブラーエによる観測とその記述，ケプラーによる惑星という実体の導入と惑星運動の法則性の発見，ニュー
トンの万有引力による説明．
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杉本：それだけは取ってあんねん．
高橋： それも自分で読んだということなんです
ね．授業ではなくて．
杉本：授業ではやんないよ．だって武谷さん左翼
だから．
高橋：湯川さんも左翼なんじゃないんですか？
杉本：湯川さんはね，原爆反対だというので左翼
だと思われていたわけ．別に湯川さんは左翼なわ
けでもないよ．その頃はマッカーシーの赤狩り旋
風の頃でね．湯川さんはマッカーシー委員会から
嫌われてたわけ．ほいで湯川研の人がアメリカの
ビザをもらいに領事館に行くといろいろとっちめ
られて．僕が1967年にアメリカ行ったときにも
ね，いかに湯川さんというのを隠すかと．
高橋：目をつけられているわけですね．
杉本：まだそんな時代だった．僕はね，その頃か
ら武谷さんのファンだった．その後，天体核とか
いうのを林さんが京都でやったでしょ．天体核の
研究会に武谷さんいっつも出てくる．
小久保：武谷さんはもともと素粒子ですか？
杉本：もともとは素粒子で，湯川さんよりもだい
ぶ若くてね．湯川さんが1901年生まれで武谷さ
んが11年．僕が37年だからずいぶん上だよ．そ
れで何だか知らんけど，僕は武谷さんとわりと仲
良かったんだ．
高橋：後々の話ですか？
杉本：後々の話．天体核の研究会，一緒に顔出し
て．そんで僕が名古屋大から東大に行くときに
ね，武谷さんが酒飲みながら僕に何言うたかちゅ
うたらね，「東京へ行くと腕だけは立つやつが
いっぱいいる」ちゅうんだよ．アイデアはだめだ
けど腕の立つやつ．それを最も上手に使って仕事
をしたのは朝永振一郎やちゅうた．「お前，これ
から東京行くんだったら，東大にはそんなやつ
いっぱいいるから上手に使え」って．
高橋：計算が得意な学生をいっぱい使って．
杉本：上手に使って仕事せいと，こう言うた．ほ
んで「ほー，なるほど」と思うたわけ．

小久保：「弁証法の諸問題」を読んだのはいつな
んですか？
杉本：大学入ったときだよ．1年か2年のときに
武谷さんにあこがれて．
高橋：「弁証法の諸問題」が1954年に出版のよう
なので，出たばかりの頃なんですね．
杉本： 55年に入学だからね．それとゴールドス
タインの「古典力学」の本も結構感激したな．
5,000円くらい，大枚はたいて買ったんだ．
小久保：あれのどの辺に感激しました？
杉本：理論記述の展開がカッコいいじゃん．
小久保：はぁ～，そうですか．
杉本：その頃は英語の本しかなかったよ．
小久保：あ，まだ吉岡書店から日本語が出る前．
杉本：その頃は吉岡書店が日本語の本を出し始め
たころだ．それで大体，日本語の本てあんまりな
かったんだよね．物理の本なんか特にね．
それから話は飛ぶけどね，早川（幸男）さんの
ご自慢は，もちろん真面目な話じゃなく冗談の
話，早川さんがご自分の功績は何かといったら二
つあるちゅうんだ．一つは林忠四郎が素粒子の
non-local theoryなんかやってたのをやめさせて，
天体の方に引っ張り込んだこと．これが最大の功
績．2番 目 の 功 績 は ね，Alfvénの“Cosmical 
Electrodynamics”，あれの海賊版を出した．早川
さんがああいうことを日本で始めさせた．
小久保： 海賊版を出したってどういうことです
か？
杉本：海賊版を出版している会社が東京にあった
わけ．どっかで本を仕入れてきてね，その会社を
たぶらかして海賊版を出した．そうすると学生は
買うわけよ．海賊版しか買えへん．僕なんか海賊
版ばっかりで勉強した．僕の本棚にいっぱいあっ
たよ．さすがに定年の頃にはそういうことにうる
さくなってきて，見つかったらうるさいから毎日
こっそり捨てた（笑）．証拠隠滅や．
高橋： Alfvénの本は読んでどうでしたか？
杉本：何が面白いいうたらね，磁場がフローズン
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インするということ．普通は電場があると電流が
流れて磁場ができる．ところが電気伝導度が無限
大のときは磁場がフローズンインするから，プラ
ズマが運動することによって電場がどうなるかと
いう話をするわけや．原因と結果が逆になる．つ
まりアプローチがこっちからとあっちからでは逆
で，世界の見え方が全然違うわけ．全く違う世界
観が展開されるわけよ．それでたいへん面白いと
思った．僕はまあひねくれた人間だからね．
それからスピッツァーの本も面白かったよね．

“Physics of Fully Ionized Gases”．
小久保：あれは日本語にもなりましたよね．
杉本：もちろん僕が読んだのは海賊版だよ．それ
も大変面白くて，特にappendixで流体力学の式
がボルツマン方程式を truncationしたら全部出て
くる．僕はそれ大好きでね，講義で話したよね．
小久保： ええ，聞きました．オイラーとかナビ
エ・ストークスとか全部，ボルツマン方程式から
出すという話を延々と．
杉本：要するにボルツマン方程式はね，非常にた
いへんなもんだから解けやせんわけや．それで
モーメント方程式を作っていくでしょ．そしたら
一つ高次のモーメントが必ず出てくるわけね．そ
れを何か経験則で代えて閉じさせるわけ．そうい
うことはわりと林忠四郎さんからも習ったな．
それからもう一つさ，デカルトだよ．「方法序

説」．あれも僕，好きなんだ．
小久保：いやあ，林先生も好きですよね．
杉本：あれがわりと好きでね．だいたいなんでも
薄っぺらい本が好きなんだよ．
小久保：いつも先生言いますね．薄い本から始め
ろ，薄い本がいいと．読んだのはいつですか？
杉本：大学入ったころだよ．姉が持っていた．そ
の後50年ほど経って病気で入院中にまた読んだ．
そのときに一番感激したのはさ，アリストテレス
派の人はキツツキみたいなもんだと．キツツキは
上までつついていったら，その後，つつきながら
降りてくるっちゅう．感激しない？

小久保：ちょっと待ってください（笑）．ついて
いけてないんですけど（笑）．
杉本：アリストテレス主義を批判するわけや．ま
ずアリストテレスがいるわけ．でもアリストテレ
ス信奉者はそこから先，行こうとはしないわけ．
高橋：それ以上，進歩がないと．
杉本：だから論語や孟子は大嫌い．ああいう四書
五経なんていうのは．
小久保：林先生のところにいた他の人たちもその
薫陶を受けているんじゃないですか？
杉本：それは人によっていろいろ．僕の場合は林
先生に会う前だから．
小久保：まあでもその「方法序説」的な，素過程
とか，当時から林先生，使っていたんじゃないん
ですか？
杉本： それは「対天文」でね，林研のアイデン
ティティを保つため．物理の人は素過程しか知ら
んちゅうこともあって（笑）．それにデカルトと
かそんなことはね，大学のときには言わなかって
ん．定年になってから林さんのところに遊びに
行ってそんな話になったら乗ってくるようになっ
た．歳を食って物理の話をしても向こうも乗れな
くなって，こっちも乗れなくなったから．
もちろん林先生だってええとこも悪いとこもあ
るわけでね．そっから何かを学んでくるとしたら
さ，どこを学んでどこを捨てるかというのは人に
よって全然違うわけ．だから林さんの弟子だっ
て，理論なんか考えない奴おるよね．
小久保：ま，そうですね．
杉本：だからそれは何か決まった作法があって，
お茶はこういう風にする，お花はこういう風にす
るというのとは全然違うよね．つまり昔の人が
やっていたのと同じようにするのがいいことだっ
てなっている事柄とね，そんなんはよろしくない
ということがあるでしょ．

●相対論と実践

杉本：それとね，アインシュタインの薄っぺらい
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相対性理論の“RELATIVITY̶�e Special and 
the General �eory”という本．そんな難しい本
じゃない．3年だかのときに読んだ．何がかっこ
ええと思ったかというたら，特殊相対論使うと電
磁気学は4次元でかっこよく書けるじゃん．それ
でえらい感激したの覚えてる．それに導いたのは
やっぱりゴールドスタインの力学の本だ．僕は相
対性理論のローレンツ収縮がどうのこうのとか，
相対論の不思議とか，ああいうの大っ嫌い．あれ
は金儲けのため．
小久保：杉本先生はわざわざ書いてますもんね．
「相対論は不思議ではない」という本（笑）2）．
杉本：「相対論を不思議と思うのはなぜか」とい
うことのほうが本質的．僕が相対論を面白いと思
うのは，要するに弁証法的唯物論とか実践論と
か，相対論的現象が関係するようなところに実践
の領域が広がるわけだろ．つまり光の速さに近い
ようなエネルギーのうんと高いとこ．で，そこの
ところの実践でそれに適切な概念体系ってのがで
きるわけ．相対論で光の速さを無限大にもって
いったらニュートン力学になるけど，それぞれの
階層を議論するときにはそれぞれ適切な概念空間
がある．相対論の概念体系，すなわち静止質量を
入れたエネルギーでもって電車の設計したらどう
なるか．電卓の桁数何桁いるか考えてご覧と．だ
から相対論の概念体系はニュートン力学を乗っ
取ったんではなくて，それぞれの実践の範囲の中
での適切な概念体系ってのを作ってるのだと．
高橋：電車という実践ではニュートン力学の概念
体系が適しているということですね．
杉本：ところが世の中の人はニュートン力学しか
関わらない．するとニュートン力学の概念体系で
言いたがるわけ．そこで静止質量とか運動質量と
か出てくるわけ．質量ってのは相対論では座標変
換で変わらない不変量でしょ．相対論的現象を
ニュートン力学的運動方程式で書いたらお釣りが
出てくるに決まってるわけ．出てきたお釣りを質
量のとこに押し込んで運動質量とかいってるで

しょ．そうすると当然矛盾が出てくるわけや．
そこで「相対論の不思議」っちゅう言葉が出て
くる．子ども向きの本で，昆虫の不思議とか地球
の不思議とかいう本，いっぱいあるでしょ．それ
と同じ発想法だよね．だけど相対論の偉いとこは
そうでなくて実践の範囲を広げたとき，それに対
応する概念体系でやるとピシッとうまくいきます
よと．それと変換性の話はちょっと別だけどね．
だからそこんとこをちゃんと言わんといかんと．
ほいで，相対論の講義せいと言われたときに相対
論は不思議ではないと講義して岩波の本を出し
た．でも不思議でなかったら金出して買って読む
価値ないでしょ．だから「相対論の不思議」がは
びこるわけや．相対論を不思議と思わせるのは印
税稼ぎのやつだ（笑）．

 （第2回に続く）
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